






























市社協）と B 市社会福祉協議会（以下、B 市社協）のボランティア養成長期講座事業の成
果と課題を、事業担当者の経験から明らかにすることで、上記の目的に資する知見を探索
的に導く事例研究である。今回の研究では、A 市社協 3 期分、B 市社協 2 期分の事業に焦
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 事例の基本情報を表 1 に示した。事例 A・B ともに、事業名称が特徴的であり、講座回
数の多さ、実施期間の長さが注目される。こうした長期の講座に参加し、見識と交流を深
めた受講生が、その後地域でどのように暮らし、活動しているかが注目される。 
受講生は事例 A では、65 歳以上の年代が多く、男性の参加も目立った。一方、それに
比較し、事例 B は男性の参加が少なく、受講生の年代も様々であった。 






































2016 年度に始まった A 市社協の事業（以下、事例 A）を参考に、B 市社協の事業（以







研究方法としては、事例 A・B、それぞれの事業担当者に約 1 時間半のインタビュー調
査を実施した8。インタビューは 2019 年 4 月に、半構造化面接法により行い、質問項目は
①講座を始めた経緯・ねらい、②講座開設までの準備過程とプログラムの特色、③年ごと
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表 2 初年度の講座内容 
 事例 A 事例 B 
第 1 回 開校式・オリエンテーション 開講式/生き生き地域デビューの一歩～地域
活動について 




第 3 回 実践発表①子育て支援②防犯活動 コミュニケーション技術・傾聴について 
第 4 回 実践発表③環境保全④国際交流 名物つみっこ作り【給食の時間】/夏ボラオ
リエンテーション  
第 5 回 実践発表⑤特技（紙芝居）⑥芸能
（ハーモニカ） 
夏のボランティア体験プログラム 
第 6 回 コミュニケーション技法の基本 絵手紙体験 
第 7 回 高齢者等の福祉施設を見学 住んでいるみんなが主役の地域づくり～地
域福祉とは 
第 8 回 体験学習①手話を学ぼう 手づくりおもちゃ体験 
第 9 回 体験学習②車いす操作の仕方、音
声ガイド 
紙芝居と腹話術、尺八など【活動発表】 
第 10 回 講義②自分たちでつくる地域～地
域福祉とは 
障害について理解を深めよう 
第 11 回 サロン活動見学 里山で秋を感じる高窓の里めぐり【遠足】 
第 12 回 認知症への理解を深めよう（認知
症サポーター養成講座） 
高齢者支援について 




第 14 回 住み慣れた地域で活動するために 
食生活の豆知識と調理実習 
災害ボランティアについて 
第 15 回 講義③今後の活動に向けて 今後の活動に向けて 
第 16 回 修学旅行 交流会/閉講式 







表 1 事例の基本情報 
 
事例 A 事例 B 
位置 埼玉県東部 埼玉県北西部 
人口 約 11 万 8 千人 約 7 万 8 千人 
所管部署 ボランティアセンター ボランティアセンター 
事業名称 おとな大学ボランティア学科 おとなボランティアスクール 
開始年度 2016 年度開始 2017 年度開始 
実施期間 9 月～2 月 5 月～12 月 
講座回数 全 17 回 全 16 回 
卒業生 約 100 名（1 期～3 期通算） 約 45 名（1 期・2 期通算） 
参加年代 65 歳以上の年代が中心 多世代 
※人口は 2019 年 8 月 1 日時点。実施期間と講座回数は初年度のもの。 
 
 事例 A・B それぞれの初年度の講座内容を表 2 に示した。いずれも既存のボランティア
講座を一部再編し、地域のネットワークや社会資源を活かし、内容を組み立てている。中
には「認知症サポーター養成講座」等、他部署・他機関の事業も内容に含まれている。ま
た、事例 A の「サロン活動見学」や事例 B の「夏のボランティア体験プログラム」のよう
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する助言を行い、特に事例 A・B それぞれの知見の橋渡しに努めた。 

























締切後も問い合わせがあり、事業が口コミで広がった印象がある。1 期目は定員 50 名のと
ころ 55 名を受け入れたが、運営上その人数が限界である。 
初年度は事業開始の 3 か月前に担当内で打合せ、講師調整や会場予約等の本格的な準備
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2 期目は申込者が 20 名以下に減った。参加者が 10 名前後で、反応が薄いと感じる回も
あった。欠席者への連絡を怠り、「全部は出席できないけど」と参加した人が周りから置
いていかれる思いをしたかもしれない。講座の回数が多く開催期間が長いこと、各回の曜
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3.3. 研究結果のまとめ 
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3.3. 研究結果のまとめ 



































































































6 埼玉県内 63 市町村の社協活動をホームページ（2021 年 1 月 4 日時点）で調べたところ、2018 年度以
降の期間では、全 13 回の講座（事例 A が参考にしたという C 市社協の講座）が 1 市、全 7 回の講座が 1






8 2019 年 4 月 22 日に B 市社協の事業担当者 E 氏に研究者が関係する D 大学の会議スペースにて約 1 時
間半のインタビューを実施、2019 年 4 月 26 日に A 市社協の事業担当者 F 氏・G 氏に A 市社協事務所内
で約 1 時間半のインタビューを実施した。 
9 本論文は日本社会福祉学会第 67 回秋季大会（2019 年 9 月 22 日）での口頭発表の内容を基にしてい
る。発表にあたり、当該大会の実行委員会から事前に「研究倫理規程」等に照らし「発表可」の採択を受
けている。 
10 この配慮の一環として、地域名を匿名化した。一方、事例 A・B の特徴ある事業名は、研究上価値ある
情報であり、公開することとした。事業名の公開によって地域名が特定される可能性があるが、これにつ
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14 事例 A では 1 期卒業生の「同窓会」から派生し、有志のボランティアグループが生まれている。その
中の一つにハーモニカ演奏と腹話術を組み合わせたグループ活動があり、市内の高齢者福祉施設等で好評
を博している。 
15 インタビュー調査時点（2019 年度）で事例 A は 4 期目、事例 B は 3 期目の事業運営を行っていた

























岡田 哲郎（おかだ てつろう） 東京通信大学 人間福祉学部 助教 
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